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研究概要 

大きな目標は、カメラの極限性能を追い求めることと、医療・健康

に貢献することです。例えば、0.001lx という、人間の目では知覚で

きない暗い環境でもクリアにカラー動画が撮影できるカメラ、1ns を

切る時間分解能で単発の超高速現象を捉えるカメラを作り上げ、実証

することを目指しています。単に市販デバイスを組合せてシステムを

作るのではなく、イメージセンサという基幹デバイスを研究室（川

人・香川・安富研）で独自に開発し、画像処理アルゴリズムまでを含

め、システム開発を行っています。 

高性能・高機能を実現するために、マルチアパーチャと呼ばれる複

数のレンズから成る光学系を応用しています。紫外線を照射すると生

体が発する微弱な自家蛍光を高感度に検出し、腫瘍部分をリアルタイ

ムに画像化する次世代内視鏡技術、歯肉の 3次元形状と同時に、ヘモ

グロビンやグリコーゲンなどの生体物質濃度を画像化できるデジタ

ルデンタルミラーなど、光・電子・画像を融合した技術により、人の

生活の質を向上することにも取り組んでいます。 

メッセージ 

新しいシステムの実現には、現在この世の中に存在しない新しいデバイスが必要です。新しいデバイスから

は、今まで見たことのない新しいシステムが生み出されます。応用分野を問わず重要なニーズに対し、時とし

て知的好奇心の赴くままに、光・電子・画像が互いに絡み合った融合的思考に立脚し、新規イメージングデバ

イスの開発からそれを応用した実証システムの構築まで、トップダウン・ボトムアップの双方向の視点から、

血沸き肉踊る研究に取り組んでいます。 
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